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頭巾，紫の薄物のケープ i  などである。ダンスホールの床はディスコテークのように暗く
され，家の他の部分はライトアップを受けていた。バルコニーの肘突きと窓辺にはジャッ



























































































































































 3 Luciano Morbiato 2001, p. 155‒156.






























ログラムは「Mr. & Mrs. Halloween」の自由演技と銘打たれ，また子供たちが ＜trick or 
treat＞ 遊びに招待された。それに加えて，特別の飾り付けがなされた村でのショッピング
情報も盛り込まれた。パレルモでは，ファッションと仮面のワークショップと共に特別の
 5  参照， Unmodo nuvo, anzi antico di colloquaire con i defunti. In: Il Manttino, 30. Oktober 1999, 
p. 9.）
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 8 Rudolf Schenda 1994.





























種々の活動形態がパダーニア文化 11  にひそむケルト的伝統に起源を負うことを証明するた
10 参照， Il Giorno, 3. November 1998.
11  “La Padania” とは，1995/96年に北部同盟 （Lega Nord） によって想定され活用されるようになった
地域名で，河川名ポー川 （Po） と親近な形容詞 “padano” から作られた。これについては次を参照， 






























12 G. Oneto, In：La Padania, 15. November 1998.
13 F. Grosso, In： La Padania, 2. November 1999.
















































































 ［付 記］ 本稿の成立に当たっては，2000/01冬学期の企画「ポピュラーな伝統」（“Tradizioni 
Populari”）に参加して研究を共にした諸氏，とりわけヴァーニャ・ガッピ （Vania Gappi） とロ
ベルタ・ルスコーニ （Roberta Rusconi） に感謝する。
  英語からドイツ語への翻訳担当：Guido Szymanska
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［訳注］
i  (p. 162） 紫の薄物のケープ：蜘蛛の巣に見立てられたものであろう。
ii  (p. 162） ジャック・オ・ランタン風のパンプキン：ハロウィンで一般化している中を刳り抜いて蠟燭
を灯したカボチャのこと。起源説話として “Jack o’Lantern” という悪魔に魂を売りわたした男が罰と
してカブラ（アメリカでカボチャに変ったとされる）のなかを永遠に彷徨っているとされ，またケル
ト文化から発しているとされるが，ランタンの語をもとにした後世の説明である。
iii （p. 162） ティム・バートンのテレビ・アニメ「ナイトメア・ビフォア・クリスマス」：“Nightmare 
before Christmas”：ティム・バートン （Tim Burton born in 1958） が1993年にはじめ絵本として着
手し，同年映画化した。原作・製作ティム・バートン （Tim Burton），監督ヘンリー・シリック（Henry 
Selick）。年中ハロウィンの架空の町ハロウィン・タウンでカボチャの大王ジャック・スケルトンがク
リスマス･タウンを垣間見て，クリスマス作りをはじめることによって異変が起きる。
iv （p. 162） ジャック・スケルトン （Jack Skeleton）：上記のアニメ映画「ナイトメア・ビフォア・クリ
スマス」に登場するメイン・キャラクターで，カボチャの頭と針金のような骸骨男だが，心優しい怪物。
ジャックの名前は，ジャック・オ・ランタン伝承を踏まえているようである。








vi （p. 166） ルチアーノ・モルビアート（Luciano Morbiato）：現在，バドヴァ大学（Padova）哲学部
の客員教員として文化人類学を担当しているようである。
vii （p. 166） ジャン・ルイージ・ブラーヴォ（Gian Luigi Bravo）現在，トリノ大学・文化人類学正教授。
viii （p. 166） ルイージ・ロムバルディ・サトリアーニ（Luigi Maria Lombardi Satriani）: 1936年カラ
ブリア州に生まれ，ローマ大学で政治学を専攻し，現在はローマのラ・サピエンツィア大学で文化人
類学の正教授。
ix （p. 168） ＜シャーマンたち＞（Samanen sic!）：原文に注視記号があるように，ハロウィンとシャー
マニズムは関係がないであろうが，せめて綴りだけでも “伊・複 sciamanos” や “独・複 Schamanen” 
とあるべきところ，うろ覚えの単語と知識がハロウィンに使われたことに論者は注意を促している。
x  （p. 168） カリフォルニア・ボーイズ（California-Boys）：アメリカのロックンロール・バンド “The 
Beach Boys” が1965年にリリースしたアルバム “Summer Days (And Summer Nights!）” のよく知ら
れた一曲に “California Girls” があり，特にそれとの連想で北米のウエストコーストに集う若者を
California Boysという言い方が広まったようである。なお同グループは1961年にウィルソン3兄弟





xi （p. 168）聖アンドレアス：次章「ハロウィンの再発見」（スペイン）の訳注 viii を参照。
xii （p. 169） 悪魔崇拝者（Satanist）：“Satanism” は中世末以来，正統的なキリスト教会からの逸脱に対
して投げかけられてきた呼称であるが，ここでは20世紀後半に起きた悪魔を尊ぶことを主張するカル
ト的な運動を指す。幾つかの系統があるが，特にアメリカで起きた「サタン教会」は影響力が大きい。








xiii （p. 170） 「コリエーレ・デラ・セーラ」紙（Corriere della Sera）：直訳すると「イヴニング急報」の
意で，ミラノを拠点とするイタリア最大部数の日刊新聞。；エルネスト・ガッリ・デラ・ロッジァ
（Ernesto Galli della Loggia）：1942年ローマに生まれたジャーナリスト，政治・文化にわたって多数
の著作がある。









xvi （p. 174） 文化産業：ドイツ語の訳語は “Kulturindustrie” で，アドルノとホルクハイマーの『啓蒙の













































































ためにロザリオ祈禱 vi  の三部分を唱え，その魂を煉獄から救い出すことを願った。すなわ
ち，祖霊が，死者が祖霊の段階に向けて苦しくも浄化の道程にあることをキリスト教的に
表現したのであった。


















 かかる死者への恐れと畏敬には反対する種類の行事に，古くから ＜あんちゃん＞ 


































































































i  （p. 178） カタロニア：スペイン北東部で中心都市はバルセロナ。筆者はバルセロナの在住とあり，
以下ではハロウィンの期日に行なわれる＜栗祭り＞ （Castanada） に強く留意しているが，これはカタ
ロニア地方の習俗でもある。
ii  （p. 179） ＜サムハイン＞ （Samuhin）：これについては，前号に訳載したパトリシア・ライサート「ア
イルランドのハロウィン ―連続性と変容」を参照。
iii （p. 179） この箇所の原文は10世紀のこととなっており，その年代の勘違いが人物の混同にもつな
がっているので，訳文のように9世紀として史実に合うように訂正した。なお，万聖節がケルトの影響
によるものであったとも断定はできない。一般に万聖節 （独 Allerheiligen） と呼ばれる「諸聖人の祝日」





iv （p. 179） オディローが万霊節を制定：クリュニーの大修院長オディロー （Odilo von Cluny） は，
998年に，諸聖人の祝日の晩課の後に死者のために鐘を打ち死者聖務を行なうと共に，翌日11月2日に
司祭が死者ミサを執り行なうべきことを傘下の修院に命じた。これが，奉教諸死者の記念 
（Commemoratio omnium ﬁdelium defunctorum） すなわち万霊節 （独 Allerseelen） となっていった。
v  （p. 179） アラゴン：カタロニアの西に隣接する内陸地域で，中心都市はサラゴーサ。
vi （p. 180） ロザリオ祈禱：ロザリオ （数珠） を繰りながら，神や聖者の徳称を唱えるもので，その最も
代表的なもので頻繁に唱えられる「聖母マリアの連禱」を指すことが多い。






viii （p. 183） 聖アンドレアス（Andreas）：例祭日は11月30日。使徒の一人。シモン・ペテロと兄弟で，
イエススに最初に従った弟子の一人とされ（ヨハネ伝１,35以下），また伝承では各地を布教の後，十
字架上で殉教したとされる。







































仮面，黒い小さな ＜クリーピーとクローリーたち＞ i  などで，またそこにアルバイト従業
員の面々がドレス・アップして付き添った。入場料あるいは飲み物代は，決まって＜殺し























 2 次の新聞報道を参照， Aftenposten 20. X. 2000.; Drammens Tidende 28. X. 2000.; Hamar Dagblad 
08. XI. 2000.












してドアが開けられると，子供たちは，アメリカのモデル通り “trick or treat” （もてなし
ておくれ，さもなきゃ，いたずら
4 4 4 4
するぞ）の声を挙げる。あるいは，そのノルウェー語の


















 4 これらのフレーズは直訳すると次のようになる。“knask eller godteri” (crunchy candy or goodies), 
“knask eller knep” (crunchy candy or tricks), “knask, knep eller rampestrek” (crunchy candy, 
tricks ore vandalism).


























 6 Annttonen 1999, p. 3‒19.; Johnsen 1999, p. 151‒168.
 7 これについては，ノルウェーの3大新聞が好個の事例を提示している。„Bergens Tidende“, 
„Aftenposten“, „Dagbladet“ の3紙によるハロウィンの扱いを記事数で見ると，これら3紙の合計は，
































 9 Aftenposten 01. XI. 2000.; Bergens Tidende 02. XI. 2000. したがって，新聞は，読者にハロウィン
について一層情報を得るように勇気づけている。例えば “Adresseavisen” 紙は，読者に執筆を促して，
こう記す。 ＜ハロウィンのパーティーを成功させるために必要とするあらゆることがらが，この本に
は載っている＞ （Adresseavisen 27. X. 2000）．
10 Aftenposten 02. XI. 2000.
11 一例を挙げると，さしずめ “Halloween: Magical tidbits, food, costumes and decoration” である
が，同書はサブタイトルに「ハロウィン，そのAからZ」 （Moen 2000） とあるように手引き書である。
12 Dagsavisen 01. XI. 1997, Tonsberg Blad 03. XI. 2000.























4 4 4 4
にも儀式にもなっており，そこではいたずら










14 Sunnmorsposten （Sunnmoreで発行されている地方紙）， November 2000.
15 Aftenposten 02. XI. 2000.
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Sweettoothes Ghosts. Valentins Day and Halloween. Two New Celebratory Customs in 
Sweden. Language and Institute for Popular Memory]. Upsala.
Ohrvik, Ane (2000), Må stjerna komme inn? En studie av tradisjonsoverforig knyttet til stjernegutt-
tradisjonen i Gfrimstad. Hovedfragsopgave i folloristikk. Institutt for kulturstudier, 
Universitetet i Oslo [May the Star Come In? Astudy of the Transmisskion of the Star-Boys 
Tradition in Grimstad (Norway). Master Thesis in Folklore, Department of Cultural Studies, 
University of Oslo].
［訳注］
i  （p. 186） ＜クリーピーとクローリーたち＞ （creepy-crawlies）：カナダの生物学者・環境運動家で日
系三世のデイヴィッド・スズキ （David Suzuki） が1960年からテレビなどで担当してきた人気番組
“Nature of the Things” から生まれた映画のキャラクターである昆虫を指す。英語の形容詞 “creepy” 
（むずむずする） と “crawly” （這い回る） を組み合せている。1996年にVideoが作成された。
ii  （p. 187）＜大きな鎌を持つ男＞：死神を表すヨーロッパの伝統的なイメージ。
iii （p. 187）バットマン，ファントム，スーパーマン：いずれもアメリカのコミックや映画。“Batman”: 
DCコミックス社の前身会社が刊行していた “DC Comic” 27号 （1939年） に初めて登場したボブ・ケ
イン （Bob Kane） とビル・フィンガー （Bill Finger） 原作のコミックのタイトルならびにメイン・キャ
ラクター。父母を悪漢に殺された少年が心身を鍛え，昼は富豪にしてプレイボーイ，裏面で蝙蝠のコ
スチュームで悪人との闘いに臨み，また正義の仕事を優先させるため恋愛は破局に終るという設定の
シリーズ。1989年と1992年にティム・バートン （Tim Burton） の監督，マイケル・キートン等の出演
で映画化された他，テレビ映画や任天堂などのファミコン・ゲームとしても人気を博している。；
“Pahntoms”: 1989年に製作されたホラー映画，原作ディーン・クーンツ （Dean R. Koontz），監督
ジョー・チャペル （Joe Chappelle），出演ベン・アフレック，ピーター・オトゥール他，町の住人全員
約400人が姿を消したり死体となっているという設定から始まる。；“Superman”: 共にクリーヴラン
ドで活動していたジェリー・シーゲル （Jerry Siegel） が原作を，ジョー・シャスター （Joe Shuster） が
作画を担当して製作し，1938年にシリーズ “Action Comics” No. 1として刊行された。映画，テレビ，
ゲームなどの媒体と結びついて世界中で人気を博したコミック・キャラクターという点でも，また時
期が早かった点でも，アメリカ文化あるいはそのサブ・カルチャーを代表するものの一つと言える。
iv （p. 187） ホラー映画「ハロウィン」 （“Halloween”）：1978年，ジョン・カーペンター （John 
― 194 ―
愛知大学　言語と文化　No. 17
Howard Carpenter born in 1948 ニューヨーク出身） が監督・脚本（協力者と共）・音楽を担当した。
今日まで8作が製作された “ハロウィン” シリーズの第一作。10月31日の当日あるいは前後に白いハ
ロウィン・マスクをつけて凶行に及ぶ殺人鬼ブギーマン （Boogeyman） とそれに対抗する精神科医と
いう基本構図を持つ。時期的にも早く，アメリカ映画におけるハロウィンと異常殺人やホラーの組み
合せを作ることになっただけでなく，その後のホラー映画の方向付けに大きな影響をあたえた。
